
広報とままえ ８月号　７頁

　
認
知
症
は
、
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る

脳
の
病
気
で
す
。

　
　
歳
以
上
で
は
、
４
人
に
一
人
は
そ

８５
の
症
状
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
厚
生
労
働
省
の
推
計
で
は
３
０

０
万
人
を
超
え
、
２
０
２
０
年
に
は
４

１
０
万
人
、
２
０
２
５
年
に
は
４
１
７

万
人
と
今
後
も
上
昇
す
る
と
さ
れ
、　２５

年
度
か
ら
は
「
認
知
症
施
策
推
進
５
か

年
計
画
（
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
）」
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
認
知
症
の
人
が
記
憶
障
害
（
何
度
も

同
じ
こ
と
を
尋
ね
る
、
日
付
が
わ
か
ら

な
く
な
っ
た
り
す
る
）
な
ど
か
ら
不
安

に
な
り
、
そ
の
結
果
近
所
や
周
り
の
人

と
の
関
係
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
家
族
が
対
応
に
疲
れ

切
っ
て
共
倒
れ
に
な
っ
た
り
、
介
護
者

が
認
知
症
を
発
症
し
介
護
が
で
き
な
く

な
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
認
知
症
と
な
っ
て
も
、
早

期
発
見
と
早
期
治
療
、
周
囲
の
理
解
と

気
遣
い
が
あ
れ
ば
、
穏
や
か
に
暮
ら
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
２
０
０
４
年
　
月
に
呼
称
が
「
痴

１２

呆
」
か
ら
「
認
知
症
」
へ
変
更
さ
れ
ま

し
た
が
、
こ
の
変
更
を
契
機
と
し
て
、

地
域
の
住
民
が
み
ん
な
で
認
知
症
の
人

と
家
族
を
支
え
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す

い
地
域
を
つ
く
っ
て
い
く
運
動
「
認
知

症
を
知
り
地
域
を
つ
く
る
　
カ
年
」
の

１０

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
始
ま
り
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
で
あ
る
「
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
１
０
０
万
人
キ
ャ
ラ
バ

ン
」
で
は
、
認
知
症
を
理
解
し
、
認
知

症
の
人
や
家
族
を
理
解
し
、
認
知
症
の

人
や
家
族
を
見
守
る
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
を
一
人
で
も
増
や
し
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
勧
め
る
た
め
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
全
国
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
本

年
６
月
　
日
現
在
４
２
０
万
人
を
超
え

３０

ま
し
た
。
一
人
で
も
多
く
の
住
民
の

方
々
が
認
知
症
や
家
族
の
応
援
者
と
な

り
、
地
域
で
活
躍
す
る
ヒ
ン
ト
と
な
る

よ
う
、
当
町
で
も
平
成
　
年
度
よ
り

２３

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
養
成
講
座
で
は
、
認
知
症
の
症

状
や
治
療
、
対
応
方
法
、
認
知
症
の
人

と
接
す
る
と
き
の
心
が
ま
え
、
認
知
症

介
護
を
し
て
い
る
人
の
気
持
ち
を
理
解

す
る
た
め
の
講
話
な
ど
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
受
講
者
か
ら
は
、
「
こ
れ
か
ら

ま
す
ま
す
高
齢
化
社
会
に
な
っ
て
い
く

の
で
、
こ
の
よ
う
な
講
座
は
と
て
も
勉

強
に
な
っ
た
し
、
ど
ん
ど
ん
広
め
て
い

く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。
隣

近
所
の
支
え
合
い
も
大
切
だ
と
思
い
ま

し
た
。」
と
言
う
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
は
認
知
症
を

支
援
す
る
「
目
印
」
と
し
て
、
ブ
レ
ス

レ
ッ
ト
（
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
）
を
つ
け

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
オ
レ
ン
ジ

リ
ン
グ
が
連
繋
の
印
に
な
る
よ
う
な
ま

ち
づ
く
り
、
普
段
か
ら
の
住
民
同
士
の

あ
い
さ
つ
や
声
か
け
も
重
要
で
す
。

　
認
知
症
の
相
談
や
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
の
開
催
に
つ
い
て
の
ご

相
談
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

健 康
ばんざい

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

噛
今
月
の
担
当
は
新
田
主
任
保
健
師
で
す
噛

当
町
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は

１
７
５
人
概

樺

竃

株

蒲
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　人の体は約70兆個もの細胞から構成されてい

る。多くの体細胞は分裂を終了し、分化形質を

保っている。脳や心臓、筋肉の細胞の多くは分裂

終了後の細胞で、新たに分裂する能力を失った細

胞である。

　これらの分裂終了細胞は老化すると細胞質が大

きくなるとともに、βガラクシトダーゼという酵

素が陽性になり細胞の動きも悪くなり機能が低下

する。この状態を細胞老化と定義している。

　一方、体の中には幹細胞といわれる分裂能を保

有した細胞が、造血器だけでなく脳や筋肉内に存

在することが知られるようになった。

　組織幹細胞は組織修復や臓器の機能維持のため

に新たな細胞を供給しているが、幹細胞自身も老

化することがわかり、年とともに数が減少し、分

裂能も低下する。体細胞がアポトーシスやネク

ローシスにより細胞死を起こす割合と幹細胞が分

裂して、新たな体細胞を供給す

るスピードが一致するときに、

臓器重量や機能が保持されるが、

幹細胞の分裂が少なくなると次

第に臓器の重さが軽くなったり、

臓器の生理学的機能が年ととも

に低下したりする。

Ｄｒ．小野の処方せん

理事長　小 野 哲 郎

ＴＥＬ ６４－９０７０

苫前クリニック医療法人社団オロロン会

老 化 と は

「
痴
呆
」
か
ら
「
認
知
症
へ
」

お
問
い
合
わ
せ
は
保
健
福
祉
課
へ

日　時　８月31日（土）　10時～13時

場　所　苫前町公民館生活技術研修室

参加費　１人 300円

対　象　未就学～低学年（概ね ３～９歳）※兄弟の参加も可

　　　　持ち物　エプロン　三角巾　手ふきタオル

申込み　８月23日（金）までに保健福祉課へ申込みを

親子料理教室参加者募集！

主催　町食生活改善協議会

　在宅栄養士バンクに登録し

て栄養士または管理栄養士の

資格を保健事業などで活用し

ませんか？

　登録後には留萌保健所より

研修会の開催案内などが送付

されます。詳細は下記まで。

役場保健福祉課けんこう係（緯 64－2215）

○苫前町公民館 和室

　　毎月第２金曜日

　　10時～11時半

○苫前町福祉センター

　　　　　　　１階和室

　　偶数月の第３火曜日

　　10時～11時

在宅栄養士バンクに
登録しませんか？

健康相談の
お知らせ



広報とままえ ８月号　８頁

つくろう健康　幸せの未来づくり

平成２５年度の国民健康保険税について

国民健康保険ガ イド

　国民健康保険はだれもが健康で安心な生活を送るため、病気やけがの場合に病院などでの医療費への保

険給付を行う公的医療保険制度の一つです。医療費の支払いは病院窓口で支払う一部負担金のほか、加入

者が納める国保税と国や道などからの補助金等でまかなわれています。

　平成24年度の国民健康保険税はそれぞれの区分ごとの課税限度額について見直しを行い、次の表のとお

りとなっております。

　医療費が増大すると、国民健康保険税の負担も増えることにつながりますので、国民健康保険税の納期

内納付と併せて医療費の抑制にもご理解とご協力をお願いいたします。

※特定世帯とは、75歳に到達する方が国民健康保険から後期高齢者医療制度に移行することにより単身と

なる世帯をいいます。特定世帯となった月が属する年度中（３月末まで）と、その翌年度４月から５年

度間は、国民健康保険税の平等割が２分の１になります。

税　　率　・　税　　額
計 算 の 基 礎種　　別

介 護 分支 援 分医 療 分

0．8％1．4％9．2％前年中の総所得額 － 33万円所 得 割

9．0％11．0％60．0％本年度の固定資産税額（土地・家屋）資 産 割

7，600円7，800円37，200円被保険者（加入者）１人につき均 等 割

7，600円8，800円41，600円特定世帯以外
１世帯につき平 等 割

－4，400円20，800円特定世帯（※）

120，000円140，000円510，000円１世帯の最高限度額課税限度額

国民健康保険税の軽減等について

　国民健康保険税には低所得者の負担を軽くする制度があり、均等割と平等割が軽減されます。世帯の合

計所得と加入者数に応じて、それぞれ２割・５割・７割の軽減を受けることができます。（申請は不要です）

　また、その他の国民健康保険税の軽減措置として、勤務先の倒産や解雇など非自発的な理由により離

職・失業した人を対象に軽減する制度や災害などにより資産に重大な損害を受けた場合、事業若しくは業

務の休廃止など特別な理由で生活が一時的に苦しくなり国民健康保険税を納付することが困難になった場

合に減免・免除する制度があります。

国民健康保険税を滞納すると

　国民健康保険税を滞納すると、通常の保険証より有効期間の短い「短期被保険者証」が交付されます。短

期被保険者証の交付を受けた後、特別な事情なく滞納を続けると短期被保険者証の代わりに「資格証明書」

が交付される場合があります。

　この場合、医療費を一旦全額自己負担していただく場合や給付の差し止めになる場合もありますので、

早めの相談をお願いいたします。

お問い合わせ
苫前町保健福祉課しあわせ係　緯 ０１６４－６４－２２１５（内線 ２２６）まで

苫前町税務町民課税務係　　　緯 ０１６４－６４－２２１３（内線 ２ １ ５）まで



北留萌消防組合消防署 苫 前 支 署　ＴＥＬ 64－2321
　　　　　　古丹別支署　ＴＥＬ 65－4119火火事事・・救急は救急は １１９１ １ ９ 番！番！

広報とままえ ８月号　９頁

　
平
成
　
年
７
月
１
日
か
ら
専
業
主
婦

２５

（
夫
）
※
の
年
金
が
改
正
さ
れ
、
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
夫
が
退
職
し
た
際
に
な
ど

に
年
金
の
切
り
替
え
の
手
続
き
が
遅
れ

た
た
め
、
保
険
料
が
未
納
と
な
っ
て
い

る
主
婦
が
手
続
き
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

年
金
を
受
け
取
れ
る
よ
う
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
夫
が
会
社
を
退
職
し
た
場
合
や
妻
自

身
の
年
収
が
増
え
た
と
き
な
ど
は
、
手

続
き
（
第
３
号
被
保
険
者
か
ら
第
１
号

被
保
険
者
へ
の
変
更
届
）
を
し
て
保
険

料
を
納
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
が
、

こ
の
手
続
が
２
年
以
上
遅
れ
た
こ
と
が

あ
る
方
は
、
２
年
以
上
前
の
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
保

険
料
の
「
未
納
期
間
」
が
発
生
し
ま
す
。

　
こ
の
度
、
専
業
主
婦
の
年
金
が
改
正

さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
方
が
手
続
き
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、「
未
納
期
間
」
を
「
受

給
資
格
期
間
」
に
算
入
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

※
妻
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
夫
が
専
業

主
夫
の
場
合
も
同
様
で
す
。

○
主
婦
年
金
か
ら
の
切
り
替
え
手
続
き

が
２
年
以
上
遅
れ
た
こ
と
が
あ
る
方

は
、
今
す
ぐ
お
問
い
合
わ
せ
を
外

　
詳
し
く
は

・
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　（
〇
五
七
〇
倆
〇
一
一
倆
〇
五
〇
）

・
留
萌
年
金
事
務
所

　（
〇
一
六
四
倆
四
三
倆
七
二
一
一
）

　
老
齢
基
礎
年
金
（
　
歳
か
ら
受
け
ら

６５

れ
る
年
金
）
は
、　

歳
か
ら
　
歳
に
な

２０

６０

る
ま
で
の
　
年
間
保
険
料
を
納
め
な
け

４０

れ
ば
満
額
の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど

に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
が
　４０

年
に
満
た
な
い
場
合
は
、　

歳
か
ら
　

６０

６５

歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
に
任

意
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に

よ
り
満
額
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
　
な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
に

は
保
険
料
の
納
付
済
期
間
や
保
険
料
の

免
除
期
間
等
が
原
則
と
し
て
　
年
以
上

２５

必
要
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
要
件
を
満

た
し
て
い
な
い
場
合
は
、　

歳
に
な
る

７０

ま
で
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
た
だ
し
、
昭
和
　
年
４
月
１
日
以
前

４０

に
生
ま
れ
た
方
に
限
ら
れ
ま
す
）

　
ま
た
、
海
外
に
在
住
す
る
日
本
国
籍

を
持
つ
方
も
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、

・
苫
前
町
税
務
町
民
課

　（
六
四
倆
二
二
一
三
）

・
留
萌
年
金
事
務
所

　（
〇
一
六
四
倆
四
三
倆
七
二
一
一
）

「専
業
主
婦
（夫
）
の
国
民
年
金
改
正
・国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度
」

専
業
主
婦
（
夫
）の
年
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

ご
存
じ
で
す
か
？

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

　救急医療及び救急業務に対する住民の正しい理解と認識を深めることを目的として、

９月９日から９月15日まで『救急医療週間』が実施されます。

　古丹別支署では、下記の日程で救急講習会を開催致します。救命のはじめの一歩は

『あなた』です。是非この機会に受講してみて下さい。

日　　時　　平成25年９月９日（月）　18：00～21：00

場　　所　　北留萌消防組合古丹別支署 ２階会議室

受講対象　　１５才以上の町民

申 込 み　　９月８日までに苫前支署もしくは古丹別支署へ申し込み下さい。

　　　　　　なお、申し込みが予定人員に満たない場合は中止とさせて頂きますのでご了承下さい。

申込み先　　古丹別支署（緯 65－4119）・苫前支署（緯 64－2321）

月　日は救急の日９ ９

◇ 応急手当普通救命講習Ⅰ（ＡＥＤを使用した心肺蘇生法）◇

国

民

年

金

マ
イ
プ
ラ
ン
を
し
っ
か
り
と

受講料は
かかりません！

本年１月～６月までの救急出動件数　69 件（前年同期　51 件）

本年１月～６月までの救急搬送人員　66 人（前年同期　50 人）

救急車の適正
利用にご協力を


